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1 製品の特長

　◆優れた施工性
　　低トルクで施工出来るため、柄の短いレンチが使用でき、天井裏の狭所でも配管が可能です。

　　◆高い信頼性
　φ6.35～φ28.58は、Claw Biting方式で効率的に銅管を挟み込み、強力な抜け止め性能と長期気密性能を確保します。
　φ31.75,φ38.1は、実績を持つレバレッジ方式の抜け止め。2種類のシール材の併用で長期気密性能を確保します。

No. 部品名 No. 部品名

① 継手本体 ⑤ Ｖパッキン

② ナット ⑥ Ｏリング

③ 端面Ｏリング ⑦ レバレッジリング

④ インコア ⑧ レバレッジコーン
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2　構造
φ6.35、φ9.52

EPDM、NBR

φ12.7

構造図

材質

構造図

C3771 、C37700 IIR

C3771 、C37700 EPDM

φ15.88～φ28.58 φ31.75、φ38.1

材質

PE-RT

SUS304 SUS410

① ②  ③ 
 ④       ①   ②     ③ 

   ⑤     ①      ②   ③ 
③   ②  ①   ⑤ ⑥  ⑦  ⑧ 

Claw Bite 部で抜け防止＋Claw Bite 部と 

端面Ｏリングでシール性を確保。 

A B 

C D 

Ａの構造＋銅管内径に沿ってステンレス製 

インコアを装着して補強。 

Claw Bite 部で抜け防止＋Ｖパッキンと 

端面Ｏリングでシール性を確保 
レバレッジコーンで抜け防止、＋Ｖパッキン 

とＯリングでシール性を確保 

Claw  Biting 方式 NUTの推進力で爪部が全周で管に食い込み抜け止めとメタルシールを実現する 

施工前 

施工後 



3 適用範囲
  冷媒 R32, R410A, 　(R22は使用不可)

  冷凍機油 エーテル油、エステル油、ポリアルキレングリコール油

  適合銅管 JIS B 8607　 附属書A　表A.1-冷媒配管用銅及び銅合金管の肉厚

JCDA 0009　 冷媒用断熱材被覆銅管　表6、表７

JCDA 0010　 一般用途冷媒用断熱材被覆銅管　表6、表７

規格

サイズ O 1/2H O 1/2H

(mm) OL H (mm) OL H (mm)

φ6.35 ○ ○ 0.80 ○ ○ 0.80

φ9.52 ○ ○ 0.80 ○ ○ 0.80

φ12.7 ○ ○ 0.80 ○ ○ 0.80

φ15.88 ○ ○ 1.00 ○ ○ 1.00

○ － 1.20 ○ － 1.20

－ ○ 1.00 － ○ 1.05

φ22.22 － ○ 1.00 － ○ 1.20

φ25.4 － ○ 1.00 － ○ 1.35

φ28.58 － ○ 1.00 － ○ 1.55

φ31.75 － ○ 1.10 － ○ 1.70

φ38.1 － ○ 1.35 － ○ 2.00

4　性能規格と適合証明
●ISO 14903 (Refirigerating systems and heat pumps-Qualification of tightness of components and joints) A1相当

　　第三者認証機関のTÜVによる適合証明取得

●日本銅センター規格　JCDA0012 冷媒銅及び銅合金管に用いる機械的管継手

サイズ(mm)

2

質別

φ19.05

φ31.75
φ38.1

JIS B 8607、JCDA0010 JCDA0009

肉厚
質別

肉厚

φ6.35
～

φ28.58

ISO14903 適合証明 JCDA0012認証



【φ6.35、φ9.52】

【φ12.7】

【φ15.88、φ19.05、φ22.22、φ25.4、φ28.58】

単位（ｍｍ）

サイズ （φ） L W1 W2 D

単位（ｍｍ）

6.35 50.4 15.7 11.7 17.8

9.52 55.0 21.3 15.7 24.3

12.7 59.0 25.4 19.9 29.1

15.88 74.0 32.5 23.4 34.8

サイズ （φ） L W1 W2 D

22.22 83.4 40.2 29.8 43.2

19.05 76.8 34.6 26.8 37.0

28.58 88.0 46.8 36.5 50.3

25.4 85.4 43.5 33.0 46.8

図名 ソケット　主要寸法 図番 ０１

サイズ
φ6.35、φ9.52、φ12.7、φ15.88、

日付け
φ19.05、φ22.22、φ25.4、φ28.58

３



ソケット【φ31.75、φ38.1】

径違いソケット 【φ9.52 X φ6.35】

径違いソケット 【φ12.7 X φ9.52】

単位（ｍｍ）

サイズ （φ） L W1 W2 D

38.1 102.4 53.7 54.7 58.6

31.75 98.4 47.1 48.4 51.8

単位（ｍｍ）

サイズ （φ） L W1 W2 W3 D

27.0

9.52 X 6.35 52.7 19.9 15.7 11.7 22.7

12.7 X 9.52 57.5 23.5 19.9 15.7

図名 ソケット　 径違いソケット　主要寸法 図番 02

サイズ
φ31.75   φ38.1

日付け
φ9.52X6.35   φ12.7X9.52
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【φ15.88 X φ12.7】

【φ19.05 X φ15.88、φ22.22 X φ19.05、φ25.4 X φ22.22】

【φ31.75 X φ28.58】

【φ38.1 X φ31.75】

32.2

単位（ｍｍ）

サイズ （φ） L W1 W2 W3 D

15.88 X 12.7 65.0 30.0 23.4 19.9

43.2

19.05 X 15.88 76.8 32.5 26.8 23.4 35.0

22.22 X 19.05 81.5 40.2 29.8 26.8

50.3

25.4 X 22.22 85.8 43.5 33.0 29.8 46.8

28.58 X 25.4 88.1 46.8 36.5 33.0

58.6

31.75 X 28.58 93.5 47.1 48.4 36.5 51.8

38.1 X 31.75 100.7 53.7 54.7 48.4

図名 径違いソケット　主要寸法 図番 03

サイズ φ15.88～φ38.1 日付け
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エルボ　　【φ22.22、φ25.4、φ28.58】

W1 W2 D R

40.2 29.8 43.2 35.0

43.5 33.0 46.8 40.0

46.8 36.5 50.3 50.0

テストプラグ

サイズ
エルボ φ22.22、φ25.4、φ28.58

日付け
テストプラグ　φ6.35～φ38.1

38.1 54.2 55.0 22.0

図名 エルボ　　テストプラグ主要寸法 図番 04

28.58 53.6 46.0 22.0

31.75 54.2 48.0 22.0

22.22 53.7 40.0 22.0

25.4 53.5 43.0 22.0

15.88 49.6 30.0 22.0

19.05 51.9 34.0 22.0

9.52 44.3 20.0 17.0

12.7 45.9 23.0 17.0

サイズ（φ） L D W

6.35 42.7 15.0 13.0

単位（ｍｍ）

サイズ （φ） L

単位（ｍｍ）

22.22 119.7

25.4 130.2

28.58 144.5

【 Φ6.35 ～ Φ28.58 】 【Φ31.75, φ38.1】 

６



【φ6.35、φ9.52、φ12.7、φ15.88、φ19.05、φ22.22、φ25.4、φ28.58、φ31.75、φ38.1】

異径ソケット用は各継手の大径サイズを適用する。

サイズ （φ） L R

6.35, 9.52 121.2 32.7

12.7 , 15.88 141.0 37.4

19.05 , 22.22 150.8 43.1

25.4 ,  28.58 155.4 46.7

31.75 172.0 47.8

38.1 176.0 51.3

32.5 保温材　主要寸法 05

サイズ φ6.35～φ38.1 日付け

図番
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6　性能評価
◆試験一覧表

1

気密試験

○
ISO規格で規定される各試験の前後でヘリウムガス圧4.3MPaを付加

し、5分後の漏れ量が7.5x10-7Pa・m3/s以下である事を確認する。

2 ○
JCDA規格で規定される各試験の後で窒素ガス圧4.3MPaを付加､5分
間保持した際､漏れ､その他異常が無い事を確認する｡

№ 試験名
ISO
規格

JCDA
規格

試験内容

3
PTV試験

（圧力･温度･振動）
○

1)PT試験n1：-40℃x大気圧⇔140℃x窒素ガス圧4.3MPaを50サイクル
2)PT試験n2：140℃環境下で大気圧⇔窒素ガス圧4.3MPaを200サイク
ル
3)V試験n3：所定の変位x周波数で200万回

5 圧力試験 ○
最高使用圧力 4.3MPaの5倍(21.5MPa)の水圧を付加し、1分間保持す
る｡

4 凍結試験 ○
水中の供試体を-500mbarで10分以上真空引き後､-15℃x30分で凍
結⇔水中x5分で解氷を30サイクル実施する｡

7 真空試験 ○
供試体を 6.5kPa(絶対圧)以下まで真空引きし､１Hr後の圧力上昇が
0.2kPa未満である事を確認する｡

6 冷媒の適合試験 ○
Oリング及びVパッキンを液冷媒と冷凍機油(5wt%)中に浸漬し､50℃
x14日間保持した後､目視にて膨れや破れなどの異常が無い事を確
認する｡ 液冷媒はR410AとR32の2種類とする｡

№

8 疲労試験 ○
供試体に大気圧⇔水圧4.3MPaを20～60サイクル/分で25万サイクル
加える｡ 大気圧､4.3MPaの保持時間はそれぞれ0.1秒以上とする｡

9 引張試験 ○ サイズ毎に定められた荷重を供試体に負荷する｡

11 繰返し曲げ試験 ○
スパン 1,000㎜、速度 10㎜/min以上で上下に10mmの変位を10回加
える。

10 最大曲げ試験 ○
引張試験機を用い、スパン1,000mm、曲げ速度10㎜/min以上で配管
を15°以上或は管が塑性変形するまで曲げる

試験名 規格 試験内容

13 耐振動試験
社内
規格

配管長500㎜､空気圧0.5MPa付加状態で､以下 振動試験を行い､ナットの緩
み､漏れが無い事を確認する｡
【加振条件】振幅2.5㎜ x 10Hz x 100万回

12 塩水噴霧試験
社内
規格

JIS Z 2371に基く以下の条件で塩水噴霧試験を実施後､気密試験で漏れが
無い事を確認する｡
【塩水噴霧試験】塩水濃度 5%、噴霧時間 360時間(15日間)、温度環境 35℃

14 締付トルク試験
社内
規格

デジタルトルクレンチを用い、ナット締付トルクを確認する。

15 応力腐食割れ試験
社内
規格

標準施工の1.5倍のトルクで過締込みした継手が､アンモニア雰囲気下で有害
な割れが発生しないことを確認する｡
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6-1：気密試験 （ISO14903試験項目）

（1）試験方法

・供試体（継手の両側に150mm以上の銅管を接続し、その両端をシールした状態）を真空槽内に設置する。

・供試体にヘリウムガスを設計圧力（4.3MPa）まで加圧充填し、5分後の漏れ量が7.5x10-7Pa･m3/s以下
  である事を確認する。

（2）結果

・漏れ量は7.5x10-7Pa･m3/s以下で、SO 14903 A1クラスに適合している事を確認した。

図1.1－気密試験 

真空槽 

ヘリウムガス検知器 

真空ポンプ 

圧力ゲージ 

供試体 

ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
ボ
ン
ベ 
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6-2：気密試験 （JCDA0012試験項目）

（1）試験方法

・供試体は、継手の両側に150㎜以上の銅管を接続し、両端はシールした状態とする。

・供試体に窒素ガスを設計圧力（4.3MPa）まで加圧充填し、5分後の漏れの有無を確認する。

（2）結果

・漏れ及びその他の異常（抜け、割れ、変形など）はなく、JCDA0012に適合する事を確認した。

10

写真 1－気密試験 

供試体 銅管 

150㎜以上 150㎜以上 

図 １.2－気密試験 

圧力ゲージ 

窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ 

水中に浸漬して気泡の発生有無を確認 



6-3：ＰＴＶ試験 （ISO14903試験項目）

（1）試験方法

・事前に供試体の気密試験を行い、ISO 14903 A1クラスに適合している事を確認する。

・供試体にPTV試験として 1）～3）を行う

1） PT試験 n1：-40℃x大気圧⇔140℃x窒素ガス圧4.3MPaを50サイクル

2） PT試験 n2：140℃環境下で大気圧⇔窒素ガス圧4.3MPaを200サイクル

3） V試験 n3：所定の変位x周波数で 200万回振動させる

・ＰＴＶ試験実施後、供試体の気密試験を行い、ISO 14903 A1クラスに適合している事を確認する。

32.5
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1） 

－40℃ 

140℃ 

2分 

2分 

大気圧 

4.3MPa 
50回 

    ：圧力 

    ：温度 

データロガー 

冷熱衝撃装置 

供試体 

熱電対 

窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ 

圧力供給装置 

圧力ゲージ 

：電磁弁 

大気へ 

大気へ 

    ：圧力 

    ：温度 

データロガー 

冷熱衝撃装置 

供試体 

熱電対 

窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ 

圧力供給装置 

圧力ゲージ 

：電磁弁 

2） 

大気圧 

4.3MPa 
140℃ 

200回 

図3-1) ＰＴ試験n1 

図3-2) ＰＴ試験n2 



<10

0.30

（2）結果

・ＰＴＶ試験実施の後、気密試験を行い、ISO 14903 A1クラスに適合する事を確認した。

≧10-<20 ≧20-<30 ≧30-≦50

200

200万回振動回数

管長さ (㎜)

管外径 (㎜)

変位 (㎜)

周波数 (Hz)

12

0.150.200.25

200以下

値

3） 

振動試験装置 

試験台 

供試体 

センサー 

200mm 

試験台 

継手 銅管 

図3-3) Ｖ試験n3 

表３ 振動試験条件 



6-4：凍結試験 （ISO14903試験項目）

（1）試験方法

・事前に供試体の気密試験を行い、ISO 14903 A1クラスに適合している事を確認する。

・供試体に凍結試験として 1）～4）を行う

1） 真空槽内に水を入れ、供試体を浸漬した後、-500mbarで10分以上真空引きを行う

2） 供試体が-15℃以下の状態で30分間保持する

3） 保持後、5分以上水に浸漬し解凍する

4） 2）、3）を30回繰り返す

・凍結試験実施後、供試体の気密試験を行い、ISO 14903 A1クラスに適合している事を確認する。

（2）結果

・凍結試験実施後、気密試験を行い、ISO 14903 A1クラスに適合する事を確認した。
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22-24℃ 

1） 2） 3） 2） 

30分 5℃ 

-15℃ 

10分 

30回 

5分 

大気圧 

-500mbar 

図４—凍結試験 

真空計 

供試体 

真空ポンプ 

供試体 供試体 

データロガー 

熱電対 

真空槽 解凍槽 1) 2) 3) 

(3) 解凍 (1) 注水 (2) 凍結 

恒温槽 



6-5：圧力試験 （ISO14903試験項目）

（1）試験方法

・事前に供試体の気密試験を行い、ISO 14903 A1クラスに適合している事を確認する。

・供試体に圧力試験として、設計最高圧力4.3MPaの5倍（21.5MPa）の水圧を付加し、1分間保持する。

・圧力試験実施後、供試体の気密試験を行い、ISO 14903 A1クラスに適合している事を確認する。

（2）結果

・圧力試験で漏れ、抜けなどの異常が無いこと、圧力試験後の気密試験において、ISO 14903 A1クラス

  に適合する事を確認した。

14

写真５— 圧力試験 



6-6：冷媒の適合試験 （ISO14903試験項目）

（1）試験方法

・Ｏリング、Ｖパッキン及びテストピースを供試体とする。

・事前にOリング、Vパッキンを組み込んだ継手の気密試験を行い、ISO 14903 A1クラスに適合している事を

  確認する。

・各供試体に冷媒の適合試験として 1）～4）を行う

1）試験容器内に供試体、液冷媒、冷凍機油（5wt%)を入れる。液冷媒はR410A、R32の２種類で行う。

 　各液冷媒と冷凍機油の封入量は昇温時の体積膨張を考慮し、試験容器の容積の75%以下とする。

2）50℃に設定した恒温槽内で試験容器を14日間保持する。

　保持中は試験容器内の温度と圧力を監視する。

3）保持終了後は試験容器内の冷媒を回収装置で回収し、容器内の供試体を取り出す。

4）取り出した供試体を目視観察し、膨れや破れなどの異常が無いかを確認する。

　テストピースは湿潤、乾燥状態において、硬度･体積･質量変化が規定値内である事を確認する。

・冷媒の適合試験実施後のOリング、Vパッキンを組み込んだ継手の気密試験を行い、ISO 14903 A1クラス

  に適合している事を確認する。

（2）結果

・冷媒の適合試験でパッキンに膨れや破れ、その他の異常は無く、パッキンを組み込んだ継手の気密試験

  において、ISO 14903 A1クラスに適合する事を確認した。
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試験容器 

液冷媒 
+ 

冷凍機油 
 

供試体 

恒温槽 

図６— 冷媒の適合試験 

熱電対 

圧力センサ 



6-7：真空試験 （ISO14903試験項目）

（1）試験方法

・事前に供試体の気密試験を行い、ISO 14903 A1クラスに適合している事を確認する。

・供試体に真空試験として 1）～2）を行う

1）供試体を6.5kPa（絶対圧）以下まで真空引き

2）圧力を監視し、1時間後の圧力上昇が0.2kPa未満である事をピラニー真空計で確認する。

・真空試験実施後の供試体の気密試験を行い、ISO 14903 A1クラスに適合している事を確認する。

（2）結果

・真空試験で基準値以上の圧力上昇は無く、気密試験を行い、ISO 14903 A1クラスに適合している事を

 確認した。

16

： 真空検知器 

図７－真空試験 

供試体 真空計 

： バルブ 

真空ポンプ 

写真７— 真空試験後の供試体 



6-8：疲労試験 （ISO14903試験項目）

（1）試験方法

・事前に供試体の気密試験を行い、ISO 14903 A1クラスに適合している事を確認する。

・供試体に疲労試験として 1）～2）の条件で行う

1）大気圧⇔水圧4.3MPaの圧力サイクルを20～60サイクル/分で25万サイクル加える。

2）大気圧及び水圧4.3MPaの保持時間は0.1秒以上とする。

・疲労試験実施後の供試体の気密試験を行い、ISO 14903 A1クラスに適合している事を確認する。

（2）結果

・疲労試験で漏れ、その他の異常は無く、気密試験を行い、ISO 14903 A1クラスに適合している事を

  確認した。
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圧力ゲージ 

図８ —疲労試験 

圧力ゲージ 

圧力サイクル装置 

水圧 

ポンプ 供試体 

写真８—疲労試験後の供試体 



6-9：引張試験 （JCDA0012試験項目）

（1）試験方法

・継手両端に管を接続した供試体を引張試験機にて下表に示す負荷引張荷重以上の荷重を負荷する。

  （引張試験中は内圧を加えない状態で行う）

・引張試験実施後の供試体に気密試験を行い、JCDA0012適合品である事を確認する。

（2）結果

・引張試験実施の後、気密試験を行い、JCDA0012に適合している事を確認した。

9.52 0.9

10.2

14.7

【引張試験条件（負荷する引張荷重）】

基準外径
(㎜)

負荷引張荷重
(ｋＮ)

6.35 0.4

12.7 1.6

15.88 2.6

19.05 3.7

31.75

38.1
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22.22 5.0

25.4 6.5

28.58 8.3

写真９.１－引張試験機 

写真９.２—引張試験後の供試体 



6-10：最大曲げ試験 （JCDA0012試験項目）

（1）試験方法

・引張試験機を用い、スパン1,000mm、曲げ速度10㎜/min以上で配管を15°以上或は管が塑性変形する

  まで曲げた後に気密試験を行い、JCDA0012適合品である事を確認する。

（2）結果

・最大曲げ試験実施の後、気密試験を行い、JCDA0012に適合している事を確認した。
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図10 — 最大曲げ試験 

曲げ方向 

供試体 銅管 銅管 

写真10—最大曲げ試験後の供試体 



6-11：繰返し曲げ試験 （JCDA0012試験項目）

（1）試験方法

・継手両端に長さ600㎜以上の管を接続した供試体を引張試験機にてスパン1,000㎜、速度10㎜/min以上で

　継手の中心部に上下にそれぞれ10㎜の変位を10回加える。（内圧は加えない状態で）

・繰返し曲げ試験実施後の供試体に気密試験を行い、JCDA0012適合品である事を確認する。

（2）結果

・繰返し曲げ試験実施の後、気密試験を行い、JCDA0012に適合している事を確認した。
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引張方向 (-10㎜) 

図11 — 繰返し曲げ試験 

600㎜以上 600㎜以上 

引張方向 (+10㎜) 
供試体 

銅管 銅管 

写真11—繰返し曲げ試験後の供試体 



6-12：塩水噴霧試験

（1）試験方法

・JIS Ｚ 2371の条件で塩水噴霧試験を行う

  塩水噴霧試験は、塩水濃度＝５％、噴霧時間＝360時間（15日間）、周囲温度＝35℃とする

・塩水噴霧試験実施後の供試体に気密試験を行い、漏れの無い事を確認する

（2）結果

・塩水噴霧試験実施の後、気密試験を行い、漏れ及び継手内部へ塩水侵入の無い事を確認した。
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写真12.2—塩水噴霧試験後の供試体 

写真12.1—塩水噴霧試験機と供試体 



6-13：耐振動試験

（1）試験方法

・配管長 500㎜で空気圧 0.5MPaを負荷させた状態で、振幅 2.5㎜ x 10Hz x 100万回の振動を加えた際に

  ナットの緩みが無いか、漏れが無いかを確認する｡

（2）結果

・耐振動試験実施の後、ナットの緩み、及び漏れ及びまなどの無い事を確認した。
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写真13—耐振動試験 



6-14：締付トルク試験(参考試験）

（1）試験方法

・デジタルトルクレンチを用い、ナットの締付トルクを測定する。

（2）結果

・締付トルク試験実施の結果、各サイズの締付トルク（参考値）を確認した。

継手サイズ
(㎜)

締付トルク(参考値）
(N･m)

Ｏ材 1/2H材

6.35 10

9.52 12

12.7 21

15.88 23

19.05 25 23

22.22 30

25.4 42

38.1 62
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28.58 48

31.75 37

写真14—締付トルク試験 



6-15：応力腐食割れ試験

（1）試験方法

・アンモニア雰囲気下で使用された際に、継手に使用上、有害な割れが無い事を確認する。

  試験は 7-14.締付トルク試験値の1.5倍の過締込条件で実施する。

（2）結果

・応力腐食割れ試験実施の結果、過締込条件で施工した継手でも使用上、有害な割れが発生しない

  事を確認した。
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図15 — 応力腐食割れ試験 

供試体 

デシケータ 

アンモニア水 

写真15—応力腐食割れ試験後の供試体 

(トルク 1.5倍) 




